近世神宮領における捨子と行き倒れ－－元禄－明和期の事例－－ by 茂木 陽一







































年寄仲間日記の記述を参照した。さらに、時間的な関係から、本稿では元禄 2 年から明和 8





















































朝熊村の記録では、元禄 9（1696）年から明和 4（1767）年までの 70 年間で、11 件の捨
子の事例が確認できる。表①「神宮領の捨子事例」に内容を示した。出典欄の A1、A2 等は
旧三重県史編さん室架蔵の簿冊番号である。表中、朝熊村領内が 2 例、宇治六郷の入会山で






































































4 享保１８ 17330304 島路山 2歳 島路に二才くらいの捨子があり、四郷村々に捨主がいないか取り調べ
る様に宇治会合から廻状が来る。
朝熊町有文書A20












6 元文４ 17391127 内宮領 牛谷坂に捨子があり、心当たりが問い合わされたが、朝熊村には捨て
た者も養子を望む者もいないと回答する。
朝熊町有文書A26

























































   口上書之文言・容体書之写左ニ記ス 
 






   未ノ十二月  朝熊村年寄 





 翌正徳 6（1716）年 4 月 4 日に六郷山である島路山の一ノ瀬近辺で死者が発見された。 









   四月四日   中村楠部村年寄 















   正月廿四日   中村・楠部年寄 




   正月廿四日   楠部年寄 






16                   三  重  法  経 












































































































6 元禄１１ 16980624 不明▲ 六郷山で山伏勧進の尼が死亡していると連絡があり、宇治会合と山田奉行に注進す
る。
朝熊町有文書A1
























10 正徳５ 17150112 不明●
島路山の一之瀬に乞食の女が死亡していた。奉行所に届出、検視を受けた上で、埋葬
した。費用は、番銭として66匁7分がかかり、六郷割とした。 朝熊町有文書A8
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21 元文５ 17400423 殺害 内宮今在家町の権之進が谷坂辺で切り殺され、それにつき様子見分の者の有無が取り
調べられ、朝熊より一円無之との回答
朝熊町有文書A26
22 元文５ 17401204 不明
島路山一ノ瀬に行き倒れの死体があると、鹿海村から連絡があり、中村へ赴いて吟味
した所、内宮領下館領河原町勘兵衛親だと判明し、勘兵衛方へ死体を引き渡した。 朝熊町有文書A26































28 宝暦８ 17581125 不明
牛谷坂に70歳ほどの老女が果てていた。身元を知っている者の有無を取り調べる様に
会合から達しがあり、朝熊村村内には見知りの者はいないと回答する。 朝熊町有文書A38






20                   三  重  法  経 







31 明和5 17680206 水死 二見今一色村の浜辺に72.3歳の男の流死人の死体が漂着した。それにつき、内宮会合
から宇治町在へ身元の照会が行われる。
朝熊町有文書A47
32 明和７ 17700201 水死 宮川上の渡しの船番所の下に、27、8歳位の男の溺死体がみつかる。各村に心当たり
の有無の吟味が命じられる。
朝熊町有文書A48
33 明和７ 17700517 身投 楠部村丸池へ40歳くらいの男の身投げ死体が見つかり、心当たりの吟味が会合から要
請される。
朝熊町有文書A49



























37 明和８ 17710724 水死
黒瀬村二軒茶屋川岸に40歳くらいの坊主の溺死体が見つかり、心当たりの有無の照会
が会合から出されるが、すぐに身元が判明したので、照会は取り消された。 朝熊町有文書A50
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   宝暦二年正月 紀州熊野和深浦上品寺印 
  所々御役人衆中 
右之一紙ニ□西国三十三所巡礼ノ札薬少々□下計、銭八十文有之、死骸取仕舞候垣外ニ□ 
 























五匁 蝋燭代   二百文 めし代 





















念御届ケ仕候処、口上書ニ而差出し候様被申候ニ付、立帰り相認メ差出し申候   当番橋
本助左衛門 
   文言左之通 
 
    申上口上 
一、相模国三浦郡浦川と申処新八と申仁当村領之内二見辺ニ而今日七つ時分、病気之由承候
ニ付、段々世話仕候処、養生不相叶暮六つ時前病死仕候ニ付、則山田師職高柳町神田源内太
夫方へ無滞相渡し申候、為念如此ニ御座候、以上   朝熊村年寄印  当番西口長九郎 
   五月廿七日 
  内宮御年寄御会合衆中 
 
 明和 8 年 5 月 27 日、朝熊村浜道の浜田辺で旅人の病人が出たとのことで、当番年寄が人
足を連れて見分に赴いた所、急病で養生も難しい様子であった。日暮れになったので、桃燈














































































  島路山、あるいは朝熊村領内での自死の例としては、元文 4 年 5 月、寛延 4 年閏 6 月、宝
暦 3 年 8 月、同 11 年 9 月、明和 7 年 5 月、の事例がある。このほかに宝暦 11 年 9 月の山田
辻久留町での縊死についての記録がある。 







   奉申上口上 
一、朝熊領三反之坂と申所ニ年頃五十計之男下帯ニ而首縊り相果居申候処、吟味仕候得共何
方之者共相知れ不申候間御公儀様へ宜敷御注進被仰上被下候ハヽ忝可奉存候、以上 
   未ノ五月廿日   朝熊村年寄印 






   未ノ五月廿日   朝熊村年寄印 















   元文四己未年五月廿日   朝熊村年寄 

































 前掲の表②「神宮領における行き倒れ」の中で、乞食死と見られるものは 9 件、鉢坊主、
山伏勧進も含めると 11 件にのぼる。 























   内ニ銭十七文有之 
   候一、ふるき文箱 
   内麦粉壱升計上袋ニ入 
28                   三  重  法  経 
   内ニふるきぬのきれ有之候 
   内ニふるき中椀壱つ米はし壱せん 
   内ニふるき櫛壱つ有之候 
一、わろんすそはにぬき竹杖をそばニ置申候 
一、榎木にくびつり此者西向に相果眼をふさき歯を喰しはり居申候 














 朝熊村領内を通る鳥羽道沿いの畑の榎に 35、6 歳くらいの乞食山伏が麻縄で首をくくって
死んでいた。朝熊村から宇治会合へ連絡し、宇治会合から山田奉行所へ連絡が行くが、所持
品には裟、錫杖、銭 17 文があったが、道中手形などはなかった。 
 奉行所は前々の通り早速葬送する様指示してきたので、牛谷へ土掛けを命じ、蔵龍庵に焼
香を依頼して、無縁地に土葬した。死骸の状況を見分したところ、「癩病之体ニ見へ」とあ




江可被尋越候、以上 酉閏四月三日  朝熊村」というものであった。宇治会合から札の掲
示期間は閏 4 月６日までとするよう指示が来る。 
 
 次に、餓死の状況を示す享保 10（1725）年の事例を以下に示す。 
【史料12】 






        当番 川口半左衛門・小川益右衛門 
 





















   巳十二月廿四日 
 




30                   三  重  法  経 
右之段御公儀様え宜被仰上可被下候、以上 

















   巳十二月廿五日   松下村勘四郎書印 
  樫坂軍兵殿・小久保伝八殿 
 















































32                   三  重  法  経 
らという事になる。 
 





   正月廿四日   中村・楠部年寄 




   正月廿四日   楠部年寄 







明日中村にて四郷寄合仕郷々ゟ先格之儀式持寄委細可申談筈ニ申合罷帰り申候   当番木
村七郎右衛門・坂口藤蔵 
 









  宝暦 7（1757）年 1 月の事例もまた同様に、非人である事が間違いないという事で内々の












































年号 西暦 事項 出典


































































































































 正徳 4（1714）年 6 月に起こった、病人の宿継ぎに関する朝熊・一宇田村と楠部村の間の



















   正徳四甲午念六月十九日    朝熊村年寄 













点を謝罪した一札を一宇田村へ提出し、費用 9 匁は一宇田村と折半している。 

































   十月廿四日   中村年寄 
   楠部村・鹿海村・朝熊村・一宇田村・松下村年寄衆中 
38                   三  重  法  経 
 □之此状相届次第ニ御出行合候、以上 
同 









 当番内宮松岡帯刀 役人清助 
































































































































40                   三  重  法  経 








した、元文 4（1739）年 5 月 20 日に朝熊村領内の山での行き倒れに関する処理に、そのこ
とが見えている。 

















 前述の【史料 7】に見る、明和 8（1771）年 5 月 19 日の岳道穴之地蔵での女病人の行き倒
れ事例では、内宮松岡太夫による費用負担が記されていた。その後、松岡太夫から入用を書











































期間始期間終件数 年平均 男 ⼥ 平均年齢 ⼭⽥ 宇治 外宮領内宮領家来 後家 倅 ⼾主
1702 1706 23 4.6 23 27.6 14 4 4 1 1 8 18
1707 1709 3 1.0 3 33.3 2 1 1 1 2
1712 1716 52 10.4 54 2 29.1 38 37 18 33
1717 1721 25 5.0 23 2 26.7 18 3 3 21 6 18
1722 1726 24 4.8 23 1 28.4 21 1 1 20 15 3
1728 1731 23 5.8 23 30.8 18 1 3 19 12 4
1732 1736 31 6.2 29 2 27.2 21 2 4 3 27 4 18 2
1737 1741 14 2.8 14 28.5 9 1 1 3 7 2 6 3
1749 1751 12 4.0 10 2 27.6 6 2 3 1 8 2 7 1
1752 1756 12 2.4 12 25.8 10 1 1 11 1 11
1757 1761 33 6.6 33 31.5 26 1 3 3 25 5 17 1
1763 1766 13 3.3 13 30.5 11 1 1 10 2 8
1767 1771 52 10.4 50 2 31.2 38 5 6 41 3 23 1






















































































  久離となった者の属性を表⑤によって見てみよう。 
 第一に男女別で見ると、321 名の内 310 名が男性で圧倒的に男性が多くなっている。 
 第二に、平均年齢は25歳から33歳の間で推移しているが、5歳階級別の年齢別で見ると、
20 代が全体の 50％、30 代が 27％を占めており、20・30 代が中心であることがわかる。 
 第三に、久離者を出している地域は、神宮領のうち山田の比重が高く、町場であっても宇
治の比重は低い。表では外宮領の中に大湊を含み、内宮領の中に二見領を含んでいる。冒頭





















 以上の属性は当該期間を通じてほぼ共通しており、神宮領における久離者の特徴は 18 世
紀初頭には成立していたといえる。こうした久離者として人別把握の対象からドロップアウ
トした者達はどのようにして生きていくのだろうか。 
















   亥五月十一日   朝熊村峠 喜右衛門印 六郎左衛門印 
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おわりに 





























藤本清二郎「近世における移動・行き倒れの構造（試論）」、『部落問題研究』227 号、2018 年 
同    「近世の行倒片付、旅人病人対策の法的展開」、『部落問題研究』232 号、2020 年 
同    「近世芸備地方の移動と行き倒れ（病人・死人）」、『部落問題研究』233号、2020年 
46                   三  重  法  経 
町田哲 「近世の行き倒れへの着目と課題」、『部落問題研究』233 号、2020 年 
竹永三男「近・現代の「行き倒れ」（行旅病人・行旅死亡人）の実態とその救護・取扱から







および JSPS 科研費 JP19K00961（基盤研究(C)研究代表者 大杉由香「子どもの命と人権に関
する地域史研究－近世・近代・現代社会の連続面と断絶面を考える」2019-21 年度）の成果
の一部である。 
 
